
50 

田上山クロマツ砂防造林地における樹木の

天然吏新とその制限要伝i

飛田博)11員・渡木勉・)11口英之

Effects of Site Conditions on Natural Regeneration 

in a Pinus thunbergii Plantation on Mt. Tanakami 

Hiroyuki TOBITA， Tsutomu ENOKl and Hideyuki KAWAGUCHI 

要旨

滋賀県m上山の20年生クロマツ砂防造林地に蝶々なj也形を合む調査l哀を設捜し，天然更新した
22種の樹木の空間分布と生育地の立地条科二の空間分布そ測定したO 似体の5~rdJ分布線式には，ほ

とんどの樹視で集中斑が認められたが，集，+IX涯の大きさや分布株式は樹税ごとに大きく異なった。

各樹種の小枠ごとの出現個体数を目的変数にとり， 1附休の設問分布を説明す由る変数に，光条件と

して相対日現皮，水分条件として土機合水比，穂子供給条件として母樹からの距離の 3つをとり，

霊回帰分析を用いて，樹極ごとの分布の制限要問と船種間の吏新特性の迷いそ検討した。クロマ

ツとアカマツの分布は，土壌合水上ヒと魚の相関，相対照度と強い正の相関を示し，明るく乾燥し

た立地により多く出現することが示された。コナラの分布もこ!こ犠含7.k比と負の相W，jがみられた。

この 3離合除くと，土壌合7.k比と明らかな負の相関を示した樹穂はなく，ゴ二機合7.k比と正の相関

がi潟い秘j報ほど相対照授との正の相関が強い{頃i匂が認められ，湿潤な立Jiliに分布する樹穂ほど光

条件のよい立地に分布することがおされた。鳥散布却の犠予を持つ樹維の分布はほ掛からの距離

と相関関係がなかったが，力散布却やJ!I1l散布型の穂子を持つ{討議や棋JlJj茅をする樹般では， 1弘

樹からの開高ltと負の相関があり，問:樹を小心に維持Jの更新が進んでいることが石をかめられた。

はじめに

滋賀県南部の部上山では，荒路線地化したLUJj支に人工的に森林地生を臨復させる努力が続けら

れ，水平階段工の施工ののち，クロマツにとメヤシャブシを浪交させて植栽し，施II巴により樹木

の成長を促進する方法が効泉をあげている問。しかし，クロマツととメヤシャブシは， )援移系列

のjニで顕著な先駆性樹被であり，安定した森林級生の維持のためには級相掛穂を主体とした森林

への移行をはかる必嬰がある。また，マツノザイセンチュウによるマツ枯れの被害が旧上UJにも

rtがっており，クロマツ造林Jiliの掛水の更新状況を把揮し，クロマツ枯死設の植生の維持管理の
方法を略立することが急務となっている O

本研究では，部上山のクロマツ砂防法林地において，様々な地JI~にわたって更新樹木の空間分

布をiJ1IJ定すると問時に，光，水分，母樹からの距離などの立地条杓こをiJllj定し，樹木の更新に与え

る立地条件の影響を明らかにする。さらに，樹穂閉での史新特性の迷いを明らかにし， J制限の;話
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を考慮した今後の施禁法について検討する O

研究を進めるにあたり有益なご助設を1賢いた京都大学農学部省坪五郎教授に感謝の;意・を表しま

す。調査地の使用にあたりご協力いただいた琵鵠iMJ工事事務所の皆様にお札申しあげます。

ンド研・究の…音11は，文部省科学砂f究費総合研究 (A)課題番号 04304003，奨励研究 (A)謀総
番号 05760123の補助によった。

翻査地の概袈

滋賀県悶上山の標高420mにある20年生クロマツ造林地に

で制疫を行った。部資区は，地11~の拶

を検討するため様々な地形を含み，

j剛氏傾斜や方f立の異なる斜間，風化
粧皮の奥なるほ岩の銘出，水諮などの

部分からなる(図 1)。捌査区内は 4m

X4mの160倒のサブコドラ…トに分け

られている。融資i去の大部分をおめる

]$j向き斜閣の方{立はS550 E，土壌は

風化花蹴岩を母材として砂質である。

1976年から1980年までの綿査地付近の

年平均気識は12.4oC，年降水最は1411

mmである3)。

20 

された i協40m長 ~64m の調査ぽ.剖

60m 

制ヨをi互における胸高i直結 1cm以上の
)L水の本数は391'遺2546;if三，胸高断簡桜

合計は25.2m'/ha，断i1ii綴合計のうち

椴栽されたクロマツは67%，自然更新

したとみられるアカマツは16%そ占め

ている九他にIj向潟断閣総合計に市める

関 l m，¥j資i涯の地形の概ru侃点をほどこした部分l主総引を
示す.小さい問jfJfま災住j府議:i'1"の{:{r:t~t を示す.

割合が 1%以上の樹椴にリョウブ(7%)，ヒメヤシャブシ (3%)，コパノミツバツツジ (2%)， 

ソヨゴ(l%)がある O

調査方法

制査区内の94 カ r~Tの地点に，誕生誠査用の 1mX1mの枠を設置し(閑 1 ) ，出現するさ~~~I:=.

と推樹の位設と樹高を ìJllJ定した。当年生~%~三の測定は， 199111三5月24日から11fi 1913にかけ

て8閥行った。リョウブとコパノミツバツツジは実生が小さく測定が閥維なため制究から除外し

た。稚1MのiWJ定は， 1991{ド5月24日とはfi6日の 21m行っ

調査院内に数十1l/il体から数石綿体分布する樹維と，シイヤカシなどの則上山の椛~;笠移に

とみなされる樹種として，針葉1占15櫨，常緑11:葉樹 5犠，務2完成葉樹12穂，合計221'重を選び，制
査区全体にわたってまi年生誕生を含む会個体に際識を付け， f立問:と樹高を記録した。翻査は325

して， 11liH本数の変動が小さくなる秋JlJJに， 1991{ド9fi 11日から11fi 14日にかけて

行った。間一種の湖査は，ほほ i週間以内に行った。クロマツとアカマツの小さな誕生の|玄別は

i羽詰ltなのでまとめて扱った。クロマツとアカマツはj陶芸誌i夜控 1cm米満の側体安天然吏新した11M体
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として扱った。

各樹種の分布を制i出する立地嬰関として，相対照&と土壊合水比および母樹の調査を行った O

1 )照度訪日査. Z m間陥で合計693地点において地上1.3mでの!限度を測定し，問時に測定した広

場での全天照度と比較し，その地点の相対照!交を求めた。 測定は， 1991年7月111勾の母ヲミの釘に

行った。 Z) 二I~.淡間資. 94カ所の実生郡安枠の付近で， ZOcm X ZOcmの枠を地表においてLl認と

FW弱含それぞれ採取し，次に， F日間下部の鉱紫土壌の表J静から深さ 5cmまでと 5cmからlOcm

までの土撲をITii;]'1'(1 OOcnfi窃さ 5cmの円形サンブラーで採取した九試料は溢そ測定した後， 400C 

でのJ!f(~乾混合総定した。合水比を， 100>く(滋-].孔乾重)/風乾重と定義した。制張は， 1991 

年 7月中旬に，晴天の統いた後に行ったo 3)勾:紛紛j査.穂子役給条件の指様としてt手掛からの

距離を用いるため， fth'J1を区内とその外1lliJ約10mの範閣内の月初となり得ると考えられる;立木の位

樹高，胸i弱i註筏を測定した。樹撞ごとに母樹となり得る胸法i直径は，現地での開花結実状況

などの観察から決定したO

樹穂ごとの分布株式を制限している袈|迎合明らかにするために，草加帰分析訟を行った。目的

変数に， 4 m X 4 m :f~~ご、との名樹穂の/:I:l現11母体数をとり，説明変数に光条件としてキiりす!!引丸水

分条件としてL憾の合水比，積子供給条件としては:樹からの距縦を用いた。相対照度と L照合水

比は， 4mX4m枠内の平均値を用いた。 1手1Mからの距離は， 4 m X 4 ml~"の中心までの距離を
用いた。クロマツ・アカマツのように母樹が詰IId査区全体にわたって衡に分布している樹換や，誇荷

主E誌のF"J外に母:樹が見あたらない樹犠については， 1'13対照度と LNi1の合水上ヒの2変数で境関係分

{)rを行った。

• 1 ・s • 10 塁審 30% ・10 • SO • 100 • 200地

図2 1.:三)池上1.3mの{立佼における相対!l(¥伎の分布.If:HLの街秘が各地点の相対照j交の{闘に比
例している.右) L層の合水上ヒの分布.祭丸の商務が若手池点の合水上ヒの悩lこ比例してい
る. x印の地点にはUdがみられなかった.首IJ1EIRの大きさは40mX64m.等泌総のIf!l
鰯は 1m. 
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1.調査ほI);Jの光条件と水分条件の分:;(Ii

調査[廷内の相対照度の分布をl調2 (在)に示す。中目立刊誌j立は， 0.4%から32.7%のff;ti間にあり，
平均値は6.6%であった。成長のよい斜掘の下部からj二部に!向かつて自然IIIBliきがj並行している

ことペ台風による棋返りやマツ枯れが斜IIlIの下部で多いことから，斜閣のi令部や特に下部で林

冠ギャップに対応した手1]対J!罰法の高い部分がみられた。尾被音11と尾根部をこえた北向き斜耐の…

部にも比較的明るい部分が観察された。 113・告が銘出している部分ではコパノミツバツツジやリョ

ウブが薮状になり，相対!!(i)交は比較的低かった。 同様に，北斜i聞はコパノミツパツツジが多く相

対限度は低かった。露;t〈出11と水路の1mの部分では，施工以前から生育していたとみられるアカマ

ツや11;猿樹の伎育によって薮状となり，かなり附くなっていた。

関2 (右)に調査iま内のL)'J1 合水比の分布を訴す。水路の部分で~tfMに高い 1Ü1 (531 %)が記

鍛され，最小値は15%，王子均83%であった。斜前iの下部でj向く，斜閣のi:↓1部や上青1¥では扱くなる

ことがよくわかる。路線部をこえた北斜IIlI古1¥では，尾根部よりもさらに抵い怖を示した O また 3

桁j じ斜閣位置でも，小さなおや告などの微少な地JI~に対応して合7](比にばらつきがみられた o L 

J静より下部の FHJ悶，鉱質土壌の合7J~比も Ir.]様の傾向を治していたが， 1，将位が下がるほど地形に

よるイl長のばらつきは小さくなった。

2.誕生調査枠における
fiE 

と稚樹の動

1991年5月24日から11月刊日の1mに

生制査枠に出現した当年生誕生の総例イ本

数と11月19羽における生残準を表 iに

す。桝査枠には針葉樹3穂 I 1s"総広葉樹
4鵠，落葉広葉樹16穂，合計23種が出現し

たO このうち，ウラジロブfシ，エニシダ，

ミツバアケピ，コシアブラ，タムシノては詩母

査iま内にi苦情tと成')f母るような例体が見
あたらなかった。

当年生誕生のなかで在倒的に似体数が

多かったのは，クロマツ・アカマツであっ

た。しかし， 11 月 r:I'/ff)における~!::.残守主は

10%とかなり{尽くなった。 f去に述べるよ

うに，澗査区内の閉鎖林冠;rの林!宋での
必1，窃30cmJ:JJ二のクロマツ・アカマツの稚
樹はまれであることから，クロマツ・ア

カマツの鶴子は斑新に十分な埜が洪給さ

れているが，現在の関査院 Ij~ の立地条{1:

では数年以内にほとんどが綿花するもの

と考えられる O クロマツ・アカマツの次

に出現数が多かったのはエニシダであっ

た。エニシダ、は調査i玄内に母樹と成り得

表i 災保縦子長枠における三'1if- ~t災!tの総tj'， JJl数と生残
準. 1991if-5月初日から11FJ 19日までの測定給処.
ニセアカシアは紋からの務去に

総，'1¥現数 生成数 金残務
(/94nf) (/例nf) (96) 
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るような個体はなく，穂子がどこからどのようにして供給されたのか不明であったが，調査証全

体にわたって誕生が観察された。生残E与を然活lli!ごとにみると，針葉樹と務葉広葉樹で低く，ヒ
サカキやウラジロガシなどの常緑広葉樹で商いことがわかる o

表2に5定住調査枠に出現した稚樹の側f*数と生残率を示す。稚i対は，針葉樹・4種，常緑広葉樹
7穂，務紫広葉樹25組，合計36離が観紫された。当年生実生の場合の23種に比べて磁数が多く，

実生の発生と定殺は時間的空間的にばら

つきの大きいことがわかる O 生残準を

j古lliごとにみると，針葉樹・と常緑広葉棋

で商く， 100%近い穫が多かった。表 iの

結糸と比較すると，議議広葉樹もかなり

商い生残務を訴した。初期の生残に成功

すれば後の生残準はかなり高いことがわ

かる。
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淡2 実~t翻資枠における殺樹の出現数と金残務.
19911f. 5月24日の出現数と12月6Bの生残
数の比絞.
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3.更新側体のサイズ分布と空間分布

表3に調査IK全体にわたって分布を澗
ヨました樹木の本数とそのサイズ分布を訴

す。翻3をした22織の総出現世母体数は2551

本，このうち，クロマツ・アカマツがi設も

多く，次いで，ヌルデ，コナラが多かった。

ヤマウルシ，ヒノキ，マルパアオダモなど

も100個体以上出現したo サイズ階ごとの

分布をみると，金額の合計では，樹高30cm

以下の偶体が全体の80%をさ{め，樹 130

C羽以下では94%そ占めた。全体的に東新

11mf本のザイズが/J、さいことがわかる O 教j
干草ごとに比4安すると，クロマツ・アカマ
ツとヌルデは樹・潟30cm以下の個体が非常

に多く，それぞれ97%，94%を14Tめた。タ

ラノキ，ヤマサゴクラ，イソノキ，アオハ夕、

もそのほとんどが樹高1.3rn以下の個体で

占められた。これに対・して，コナラ，マ Jレ

ノてアオダモ，ヤマウルシ，ヒノキ，ヤブツ

バキは樹高1.3rn以上の 11~体も比較的多く

観察された。

凶3に各樹穂の鮒f*の訪問分布を示す 0
60倒1*以上出現した樹車登について m*-
ml副議法6)によって，各;tHJ種の分布様式を

解析した。制資援金i或にわたってランダ

ムに分布すると判断されたのは，ヤブツ

バキとヤマザクラだけで，他の船穂はす

べて，集1:11分布と判断された。このうち，
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君主3 認可資区会{体で分布を昔話ijj!tした樹殺とその!封i税似1*数.
似体数

日系30ω1 30<H話130ω1O<DBH<lcm 1 ;i;;DBH<3cmDBHみ3cm
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ヌルデ，ヒノキ，ニセアカシアは衡な集q-l斑をもっと判断された。ヒノキの椎:jl11は樹潟10mを超
す側体を111心に分布しており，これらの倒体が艦二子の散布搬になっていると考えられた。ニセア

カシアのffH前は澗資|送外にある樹高15mの個体の周辺からうねりながら列状に分布しているのが
観察され，根からの部茅によって繁殖したものとみられた。ヌルデは，斜聞の下部の 8mX4m

の範閣内に2001間体以上も出現した。この部分は，最近，窓容によって生じた林道:ギャップで， i'11 
対照度がかなり高かった(関 2)0 クロマツ・アカマツも相対照度の高い立地に対!おして分布が

みられた。コナラ，マルパアオダモ，ヤマウルシ，ヤマザクラなどは調査i友会体に分布するのに

対して，タラノや，ヌルデは奈|閣ので官15に多く分布していた。ヌルデとヤマウルシは|可じウルシ

l認であるが分布の様式はかなり異なり，ヤマウルシは澗資区全体にわたって分布が観察された。
都H本数の少ない樹穂の分布についてみると，サカキは，斜聞の下部に多く現れたりコジイとウ
ラジロガシはノj、数の似体が斜1磁の上部で、観察された。どちらの種も前査担内に大きな都|体は存夜

しないので，ネズミなどの小動物が脆予を運んできたものと考えれる。クリは余;H苅の上部にも下
部にも現れた。ネズとゴヨウマツは，ヒノキと同様に!る根tfl) を j越えた~と11m の斜沼i音11で多くの例体

が観察された。

4.空間分布様式のlIiiJ限袈悶

各樹離のf阪!体の空間分布をfljlJ限している袋線を明らかにするために敢闘帰分祈念行った。表4
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クロマツ・アカマツ コナラ

タラノキ ヌルデ

i滋3 各紛綾の11，母体の目別公13:内における分布¥ クロマツとアカマツはj狗向id(1条1cm未満の似体
を万ミ-t.世封印はほ持jを5Fす.



ヤマウルシ

''1T-.. . -e -
関3 続き.

57 

マルバアオダモ

ヤマザクラ
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ア*ハダ イソノキ

とノキ ニセアカシア

i滋3 続き.
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に敢闘帰分析の結来を各説明変数との官話相I!AJ係数で示す。出現個体数の少なかったウラジ口ガシ，

コジイ，シキミ，カキノキ，タカノツメ F クリは設問怖が有;訟でなかったが，これは立地要紘lに

対・してキnl弘iがないというより個体数が少ないために相摘が検出されなかったものと考えられる。
中目立刊誌}立とう子治iiの相関が特におかった総税として，クロマツ・アカマツ，タラノキ，ヌルテーが

あげられる。務葉広葉樹は事正して，相対照j交とのキ111認がかったが，ニセアカシアとヤマウルシ

では;釘意な相関が特られなかった。 LN?i 13"71<比はク ωマツ・アカマツ，コナラの分布とj誌の相関

がみられた。タラノキ，サカキは正の相関が向く，ヤマウルシも有;なな正のi'f!関があった。{ま樹
の路間に稚樹が多数}もられたヒノキと， itJ:iMの綴からがj芽をしていたニセアカシアでは， I:fJ・掛か
らの路間iーと53jい負の相関をおした。マルパアオダモ，ヤブツバキ，ザカキでも有;改な負の棉隣が

あった。

各樹緯の分布i様式の特'Iiの相対的な位設付けを行うために表4の各説明変数の1X首相関係数をil1111

にとりグラブJ::.に展開した (1盟4) tl1JJHIIi]体数が多かった矧穂の紡糸のみを月Jいた。認14 (1i:.) 

iえ t!luMIにu泣の合水比，縦qqhに初対)!君!交との{治相関係数をとり，光と水分条{午で展開した。 iま1
4 (右)は，械ilql!にi司:樹からの距離，縦Jlidlに1'm士山!な皮との侃相関孫数をとって，光と母樹条件で

展開した。

光と水分条件で、各樹殺の相対・的な位低をみると(1まJ4 t五)，全体としてお上がりの鰭向があり，
水分袈三!と皮が高く湿潤なところに分布す喝る樹種ほど，明るいところにより多く分布し光の袈求皮
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も高いといえる。タラノキが最も顕著にこの性質を示した。 務業広:染樹lま，松j穂郡jで設はあるも

のの，全体的に光条件の良いところに分布していた。これに対して，ヒノキとヤブツバキはグラ

ブの採点付近に{立挫し，その分布株式が落葉広葉樹に比べて光条件にも水分条件にも影響されな

いことがわかる O これらのグループに比べて，コナラとクロマツ・アカマツはグラブ上で離れた

表4 各極j稔のサブコ iごうートあたりの出現11母体数を 3婆i却により没閥均}した場合の部oキLI関係
数とm十IIr:JJ係数
結t，f:歪 fll対日立 j主 LR守合水上ヒ tヨー樹からの脱出If~ 司HH関係数
クロマツ・アカマツ 0.495 .ホ …0.217 •• 0.511 摩市

ヒノキ -0.010 一0.056 -0.201 村 0.322 場吻

ヒメコマツ -0.079 -0.199 • -0.097 0.278 事事

ネズ -0.194 • …0.016 -0.152 0.297 •• 

ヤブゅツノfキ 0.027 -0.037 -0.266 •• 0.270 •• 

サカキ -0.070 0.282 •• -0.239 車事 0.362 .取

シキミ -0.155 0.153 0.206ホ

ウラジロガシ 0.062 -0.1l3 0.124 

コジイ -0.000 0.104 0.191 • 0.192 

ヌルテ' 0.413 •• 0.090 -0.007 0.451 •• 

コナラ 0.255 •• -0.285 •• -0.143 0.353 •• 

ヤマウルシ 0.133 0.175・ …0.061 0.264 • 

マルパアオダモ 0.247 市磯 -0.01O 一0.339•• 0.381噂*

タラノキ 0.528 •• 0.398 •• 0.036 0.636“ 
ニセアカシア 0.121 0.062 -0.262 •• 0.390日

ヤマザクラ 0.279 •• 0.047 -0.085 0.328 •• 

イソノキ 0.236 .. 0.016 0.238市

アオハダ 0.347 車掌 0.140 -0.068 0.459 •• 

クリ 0.144 -0.044 0.147 

カキノキ -0.046 。‘171 • 0.173 

タカノツメ 0.011 -0.134 0.134 

* 1コ<0.05，* *P<0.01 

ところに枕置した。コナラは{也の滞紫I!;致;艇に比べて乾燥したところを好んで分布することがわ

かる O クロマツ・アカマツも乾燥した場所ーのほうが好適であるが，光に対する袈求皮がかなり

いことがわかる。これらの2穂は乾燥の厳しい|乱ヒリ!の斜面上部の立地条件での更新樹穂として

優れた樹離であると考えられる。

光と i辻哲i条件でみた場合(関4右)，コナラ，マルパアオダモ，ニセアカシア，ヤブツバキ，ヒ
ノキといった重力散布型や)!ft¥散布却の綾子受持つ樹積あるいは根紛茅をする樹植のグループと，

タラノキ，ヌルデ，アオハダ，ヤマザクラ，ヤマウルシといった烏散布摺の線二子を持つ樹穂のグ

ループに大きく分けることができた。 T持者のグループは母掛からの距離に対して魚の相関があり，

均:樹の近くに推移jが多いことを示しているO このグループのうち，コナラは最も左にあり，烏散

布種子を持つ樹植のグループに近いところに故渡していた。コナラの親子がネズミなどの動物に

よって巡ばれることが影響していると考えられる。また，全体に左上がりの傾向があり，鳥散布

lli!の穂子安持つグループのほうが光の要求1立が商いことが訴された。
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凶4 各信j殺の分布!Iキ伎のう℃と水分裂悶による )I~lm (右:)、光と/lJ;例嬰l羽による皮肉 (;)i).m凶術分析によ
る各~1z;1 との係十11関係数制~![llilh と償制11にとった。③針策樹 @常料、広:Wl秒1" 0詰~31~広葉樹

5. IJ:IJ二LLJにおけるクロマツ枯死後の天然東新の検討

今回，分布を純資した掛橋は，初l1t区内に10011羽体程度出現している樹税とコジイヤウラジロ

ガシなどの悶Jニ山の植生選移に議裂と考えられる船積を小心に選んだO これらの樹殺の他にも天
然更新している樹粧があげられる。常総広葉樹では，ヒサカキ，ソヨゴ，イヌツゲ，務紫広葉樹

では，リ g ウブ，コパノミツパツツジ，ネジキ，カマツカ，スノキなどは多数の 1~附本が1:l:\JJ1.し，制

11:1玄全体にわたって分布していた21 (表2)。カナメモチ，ネムノキ，ナツハゼ，コパノ力、マズミ
などもノト数の11母体が観察された九出現した植数の上で、は克*!i'が良好に行われているといえるが，

潟水性の総犠が少なく，気候的なi懐祁林への移行には韓総成的に/f~ト分と考えられる O

母もajの周囲に集qlして分布していたヒノキや，総資!友会域に出現したヤブツバキ，コナラ，マ
ルパアオダモは， Jti絞的i>>H陰性があり， .J二!昨木のクロマツが枯死する以前から 1~1~j'l林続下で枇樹

集慌を形成してきたと考・えられる。これに対して，ヌルデのように，林越水の柏托による環境条

件の変化にすばやく反応して小i刻続に一斉に出現した樹被もみられた。ヌルデは樹林下に組種

子集i習を形成することが知られ71 種子は商議処理により休眠が打破されるお)ことから，これらの

もJJH土磯子起源であると考えられる。このように，クロマツの1:j仰とが進行する以前に十分な

挽fffH長聞や忠良二k綾子集団が7r~)まされれば\クロマツ枯死後の樹木の吏新を速やかにj並行させるこ

とができる。

lJ:l上ilJのクロマツ砂防逃林地において，クロマツ枯死後の樹木の天然吏新色速やかにj並行させ

るための方法として，出上LlJの地条件で常務成長してほ棋になるとともに，実生の眼耐彫i除i陰良創，性|

較的大きくて干椴[住主時払樹i挨f毘混を7形i隠予!成成す」ゐ己鰐桝e干諮j退ifI， あるいはJ:Æ土11約三集 111 を形成する f~j殺を施工n糾ニ ife.植す

ることがあげられる。この場合，棋種によって 1守可能な立地条件が異なるため，会l閣の上部と
1亡者1¥のようなj'LJ訟のいによって椴栽樹換を選択す哨る必袈がある。斜閣のJ二部のように比較的乾

燥した立地ではコナラ，ヒノキ，ヤブツバキなどの樹組を混椴することにより，続樹の更新を期

待できる。クロマツとアカマツは多くの掻子を供給しているが，光に対する要求!立がかなり高い

ため，現夜の自然!間引きやマツ枯れなどの変化だけでは不十分で， 1詰Hえなどの施業により光環境
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を改善しなければならないとみられる。また，斜閣の上部や中部には!翠いFHJ時が形成されるの

で，綾子の小さいクロマツ・アカマツやヒノキは定着が劉葉mであるとみられる。この点で穂子の
大きいコナラやヤブツバキは有裂である O また，コナラとヤブツバキは開花結実を開始する鱗体

サイズが比較的小さいことも時都合である O

今@の翻資では，コジイやウラジロガシなどの様相椴の稚樹もま;1・部の上部で定着が確認されて

いる O これらの樹植の誠二子はかなりの距離合動物によって述ばれたと推察されることから，斜腐

の下部の生育可.能な部分でシイやカシ類のiザ;捗jを生育させ，穂子の棋給源とすることも可能だろ

うo これらの樹穂の場合には，開花結実'ii:-開始する個体サイズがコナラやヤブツバキ;こ比べて大

きいと考えられるため，比絞的大きな11母体を植栽する必嬰があるだろう。また，ヌルデやアカメ

ガシワ7)などのように休IIL?:性の，出散布製の離子を持ち，初期成長が大きい先駆性樹穂を用いて，

埋こと種子集部の形成を促すことは，林抱:にギャップが生じた11寺の早急な植被の限彼と土機没食の

防止に特にギ干効である。
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Resume 

Spatial distributions of natural regenerating trees w日remeasured in a Pinus thunbergii 

plantation on Mt. Tanakami， Japan. Most of species showed a contagious distribution， while 

distribution patterns of trees differed among the species. The effects of site conditions on the 

distribution pattern of regenarating trees were analyzed by the multiple regression method. 

Relative light intensity， moisture content of soil and distance from the mother tree were 

measured as factors of site conditions. P. thunbergii， P. densifloraαηd Quercus serrαtα 

favored drier conditions. The demand of P. thunbergii and P. densiflora for light was notably 

gr巴aterthan other species. Excepting these three specie日， deciduous broad-leaved species 

showed more demand for light and moisture than evergreen. The distribution of saplings and 

seedlings of barochores， anemochores， and coppicing speci巴swas especially clustered near 

their mother trees. 




